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(57)【要約】
　本開示のいくつかの態様は、データ（またはパイロッ
ト信号）を送信するために使用されない、物理レイヤコ
ンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータ
ユニット（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数のトーン上でＰ
ＳＤＵ中の制御情報を通信するための方法および装置を
提供する。ワイヤレス通信のための１つの例示的な方法
は、概して、データを送信するために使用されない、Ｐ
ＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情
報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成することと
、信号を生成するためにパケットを処理することと、信
号を送信することとを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを送信するために使用されない、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬ
ＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数のトーン中で搬送される制
御情報を有する前記ＰＳＤＵを備えるパケットを生成することと、
　信号を生成するために前記パケットを処理することと、
　前記信号を送信することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　搬送される前記制御情報は、前記ＰＳＤＵのための直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）波
形の一部である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記信号を送信することは、データを送信するために使用される前記ＰＳＤＵの他のト
ーンを送信するのと同じ送信機を介して前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のト
ーンを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記信号を送信することは、
　第１の装置から、前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のトーンを送信すること
と、
　前記第１の装置とは異なる第２の装置から、データを送信するために使用される前記Ｐ
ＳＤＵの他のトーンを送信すること、ここにおいて、前記第１の装置から、前記制御情報
を搬送する前記１つまたは複数のトーンを送信することは、前記制御情報を搬送する前記
１つまたは複数のトーンを使用して競合プロシージャを開始することまたは継続すること
を備える、と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パケットを生成することは、前記ＰＳＤＵのための直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）波形とは別様に前記制御情報を生成することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記パケットを処理することは、
　前記制御情報に第１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を適用することと、
　データを送信するために使用される前記ＰＳＤＵの他のトーンに第２のＭＣＳを適用す
ること、ここにおいて、前記パケットは、ＰＬＣＰヘッダをさらに備え、前記第１のＭＣ
Ｓは、前記ＰＬＣＰヘッダによって示される、と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記パケットを生成することは、前記制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニング
を示すために、前記ＰＳＤＵ内の周波数または時間のうちの少なくとも１つにおいて前記
制御情報の前記少なくとも前記一部分を配置することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記特定のミーニングを示すメッセージを送信することをさらに備える、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記パケットを生成することは、前記制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニング
を示すために、前記１つまたは複数のトーン中に、前記制御情報の前記少なくとも前記一
部分のためのヘッダフィールドを追加することを備え、
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　前記ヘッダフィールドは、同期またはチャネル推定のうちの少なくとも１つのための１
つまたは複数の特徴を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御情報の少なくとも一部分は、前記ＰＳＤＵ中のデータとは異なる予定受信側を
有し、
　前記制御情報の前記少なくとも前記一部分がブロードキャスト情報である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のトーンは、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）送信のための
１つまたは複数のサブチャネルを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　信号を受信することと、
　データを送信するために使用されない、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬ
ＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数のトーン中で搬送される制
御情報を有する前記ＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために前記信号を処理すること
と
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１３】
　前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のトーンに基づいて同期またはチャネル推
定のうちの少なくとも１つを実行することをさらに備える、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　搬送される前記制御情報は、前記ＰＳＤＵのための直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）波
形の一部である、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記信号を受信することは、
　第１の装置から、前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のトーンを受信すること
と、
　前記第１の装置とは異なる第２の装置から、データを送信するために使用される前記Ｐ
ＳＤＵの他のトーンを受信することと
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　第１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を使用して、前記制御情報を復調し、復
号することと、
　第２のＭＣＳを使用して、データを送信するために使用される前記ＰＳＤＵの他のトー
ンを復調し、復号すること、ここにおいて、前記パケットは、ＰＬＣＰヘッダをさらに備
え、前記第１のＭＣＳは、前記ＰＬＣＰヘッダによって示される、と
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＰＳＤＵ内の周波数または時間のうちの少なくとも１つにおける前記制御情報の少
なくとも一部分の位置に基づいて、前記制御情報の前記少なくとも前記一部分のミーニン
グを解釈することと、
　前記解釈することの前に、前記ミーニングを示すメッセージを受信することと
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ミーニングは、前記制御情報のソースまたは宛先のうちの少なくとも１つを備える
、
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　請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のトーン中の、前記制御情報の少なくとも一部分のためのヘッダフ
ィールドに基づいて、前記制御情報の前記少なくとも前記一部分のミーニングを解釈する
ことと、
　前記制御情報の前記少なくとも前記一部分のための前記ヘッダフィールドに基づいて、
前記１つまたは複数のトーンのうちの少なくとも１つのための同期またはチャネル推定の
うちの少なくとも１つを実行することと
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＰＳＤＵ中のデータとは異なる予定受信側を有する前記制御情報の少なくとも一部
分を無視することをさらに備える、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　　データを送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送
される制御情報を有する前記ＰＳＤＵを備えるパケットを生成することと、
　　信号を生成するために前記パケットを処理することと
　を行うように構成された処理システムと、
　前記処理システムに結合され、前記信号を送信するように構成された送信機と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２２】
　前記処理システムは、
　前記制御情報に第１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を適用することと、
　データを送信するために使用される前記ＰＳＤＵの他のトーンに第２のＭＣＳを適用す
ること、ここにおいて、前記第１のＭＣＳは、前記第２のＭＣＳとは異なり、前記パケッ
トは、ＰＬＣＰヘッダをさらに備え、前記第１のＭＣＳは、前記ＰＬＣＰヘッダによって
示される、と
　を行うことによって前記パケットを処理するように構成された、請求項２１に記載の装
置。
【請求項２３】
　前記処理システムは、前記制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニングを示すため
に、前記ＰＳＤＵ内の周波数または時間のうちの少なくとも１つにおいて前記制御情報の
前記少なくとも前記一部分を配置することによって、前記パケットを生成するように構成
された、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記送信機は、前記特定のミーニングを示すメッセージを送信するようにさらに構成さ
れた、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記処理システムは、前記制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニングを示すため
に、前記１つまたは複数のトーン中に、前記制御情報の前記少なくとも前記一部分のため
のヘッダフィールドを追加することによって、前記パケットを生成するように構成され、
　前記ヘッダフィールドは、同期またはチャネル推定のうちの少なくとも１つのための１
つまたは複数の特徴を備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　信号を受信するように構成された受信機と、
　前記受信機に結合され、データを送信するために使用されない、物理レイヤコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数の
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トーン中で搬送される制御情報を有する前記ＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために
前記信号を処理するように構成された処理システムと
　を備える、ワイヤレス通信のための第１の装置。
【請求項２７】
　前記処理システムは、前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のトーンに基づいて
同期またはチャネル推定のうちの少なくとも１つを実行するようにさらに構成された、
　請求項２６に記載の第１の装置。
【請求項２８】
　前記受信機は、
　第２の装置から、前記制御情報を搬送する前記１つまたは複数のトーンを受信すること
と、
　前記第２の装置とは異なる第３の装置から、データを送信するために使用される前記Ｐ
ＳＤＵの他のトーンを受信することと
　を行うことによって前記信号を受信するように構成された、請求項２６に記載の第１の
装置。
【請求項２９】
　前記処理システムは、
　第１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を使用して、前記制御情報を復調し、復
号することと、
　第２のＭＣＳを使用して、データを送信するために使用される前記ＰＳＤＵの他のトー
ンを復調し、復号すること、ここにおいて、前記パケットは、ＰＬＣＰヘッダをさらに備
え、前記第１のＭＣＳは、前記ＰＬＣＰヘッダによって示される、と
　を行うようにさらに構成された、請求項２６に記載の第１の装置。
【請求項３０】
　前記処理システムは、前記ＰＳＤＵ内の周波数または時間のうちの少なくとも１つにお
ける前記制御情報の少なくとも一部分の位置に基づいて、前記制御情報の前記少なくとも
前記一部分のミーニングを解釈するようにさらに構成され、
　前記受信機は、前記処理システムによる前記解釈の前に、前記ミーニングを示すメッセ
ージを受信するようにさらに構成された、
　請求項２６に記載の第１の装置。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明確に
組み込まれる、２０１４年１０月２９日に出願された「CONTROL CHANNEL ON PLCP SERVIC
E DATA UNIT (PSDU) TONES」と題する米国仮特許出願第６２／０７２，２５８号の利益を
主張する、２０１５年１０月２７日に出願された米国特許出願第１４／９２４，１０５号
の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、パイ
ロット信号またはデータを送信するために使用されない、物理レイヤコンバージェンスプ
ロトコル（ＰＬＣＰ：physical layer convergence protocol）サービスデータユニット
（ＰＳＤＵ：PLCP service data unit）の１つまたは複数のトーン上でＰＳＤＵ中の制御
情報を通信することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
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よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ますます高くなるスループットに対する要望に対処するために、様々な方式が開
発されている。１つのそのような方式は、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．
１１ａｘタスクフォースによって開発されているＨＥＷ（高効率ＷｉＦｉ（登録商標）ま
たは高効率ＷＬＡＮ）である。この方式の目的は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃのスループ
ットの４倍のスループットを達成することである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のいくつかの態様は、一般に、制御情報を搬送するために物理レイヤコン
バージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）中の未使用ト
ーン（unused tone）を利用することに関する。本明細書で使用する「未使用トーン」と
いう用語は、概して、データまたはパイロット信号を送信するために使用されないトーン
を指す。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、概して、データ（またはパイロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの
１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生
成することと、信号を生成するためにパケットを処理することと、信号を送信することと
を含む。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、処理システムと送信機とを含む。処理システムは、一般に、データ（またはパ
イロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で
搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成することと、信号を生成す
るためにパケットを処理することとを行うように構成される。送信機は、一般に、処理シ
ステムに結合され、信号を送信するように構成される。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、データ（またはパイロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの
１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生
成するための手段と、信号を生成するためにパケットを処理するための手段と、信号を送
信するための手段とを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読
媒体を提供する。本媒体は、データ（またはパイロット信号）を送信するために使用され
ない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備
えるパケットを生成することと、信号を生成するためにパケットを処理することと、信号
を送信することとを行うために（コンピュータプロセッサなど、装置によって）実行可能
である、その上に記憶された命令を有する。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様はワイヤレスノードを提供する。本ワイヤレスノードは
、概して、処理システムと、送信機と、少なくとも１つのアンテナとを含む。処理システ
ムは、一般に、データ（またはパイロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤ
Ｕの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケット
を生成することと、信号を生成するためにパケットを処理することとを行うように構成さ



(7) JP 2017-534206 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

れる。送信機は、一般に、処理システムに結合され、少なくとも１つのアンテナを介して
信号を送信するように構成される。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、概して、信号を受信することと、データ（またはパイロット信号）を送信するために使
用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤ
Ｕを備えるパケットを生成するために信号を処理することとを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、受信機と処理システムとを含む。受信機は、一般に、信号を受信するように構
成される。処理システムは、一般に、受信機に結合され、データ（またはパイロット信号
）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制
御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために信号を処理するように構成さ
れる。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、信号を受信するための手段と、データ（またはパイロット信号）を送信するた
めに使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有する
ＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために信号を処理するための手段とを含む。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読
媒体を提供する。本媒体は、信号を受信することと、データ（またはパイロット信号）を
送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情
報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために信号を処理することとを行うため
に（処理システムなど、装置によって）実行可能である、その上に記憶された命令を有す
る。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様はワイヤレスノードを提供する。本ワイヤレスノードは
、概して、処理システムと、受信機と、少なくとも１つのアンテナとを含む。受信機は、
一般に、少なくとも１つのアンテナを介して信号を受信するように構成される。処理シス
テムは、一般に、受信機に結合され、データ（またはパイロット信号）を送信するために
使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳ
ＤＵを備えるパケットを生成するために信号を処理するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　[0016]本開示の上述の特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその一部を示す
態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が得られ得る。
ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本開示のいく
つかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと見なされる
べきではないことに留意されたい。
【図１】本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレス通信ネットワークを示す図
。
【図２】本開示のいくつかの態様による、例示的なアクセスポイントおよびユーザ端末の
ブロック図。
【図３】本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレスデバイスのブロック図。
【図４】本開示のいくつかの態様による、ＰＬＣＰサービスデータユニット（ＰＳＤＵ）
が、データを搬送するために使用されないトーンを有する、例示的なパケット構造を示す
図。
【図５】本開示のいくつかの態様による、ＰＳＤＵ中の制御情報の位置が特定のミーニン
グを搬送する例示的なパケット構造を示す図。
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【図６】本開示のいくつかの態様による、ＰＳＤＵ中の制御情報が、それに関連するヘッ
ダフィールドを有する、例示的なパケット構造を示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、未使用トーン上で搬送される制御情報を有する
ＰＳＤＵを含むパケットを送信するための例示的な動作の流れ図。
【図７Ａ】図７に示されている動作を実行することが可能な例示的な手段を示す図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、未使用トーン上で搬送される制御情報を有する
ＰＳＤＵを含むパケットを受信するための例示的な動作の流れ図。
【図８Ａ】図８に示されている動作を実行することが可能な例示的な手段を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0027]本開示のいくつかの態様は、データまたはパイロット信号を送信するために使用
されない、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータユニット
（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数のトーン上でＰＳＤＵ中の制御情報を通信するための技法
および装置を提供する。
【００１８】
　[0028]添付の図面を参照しながら本開示の様々な態様について以下でより十分に説明す
る。ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得、本開示全体にわたって提示する
任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これ
らの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与
えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は、本開示の他の態様とは無
関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わせられるにせよ、本明細書で開示
する本開示のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者は諒解されたい。た
とえば、本明細書に記載する態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は
実施され得る。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載する本開示の様々な態様に加え
てまたはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施さ
れるそのような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示する本開示のい
ずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解されたい
。
【００１９】
　[0029]「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も
、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
【００２０】
　[0030]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかを例として、図および好
適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図面は、
本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の
範囲およびそれの均等物によって定義される。
【００２１】
　[0031]本明細書では、ワイヤレス通信の分野における一般に認識されている使用法に一
致する、以下に記載する頭字語を使用することがある。本明細書では、他の頭字語を使用
することもあり、以下のリストにおいて定義されていない場合は、本明細書で最初に出現
する場所で定義する。　
　　ＡＣＫ......................確認応答　
　　Ａ－ＭＰＤＵ..........アグリゲートＭＡＣプロトコルデータユニット　
　　ＡＰ..........................アクセスポイント　
　　ＢＡ..........................ブロックＡｃｋ　
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　　ＢＡＲ......................ブロックＡｃｋ要求　
　　ＣＲＣ......................巡回冗長検査　
　　ＤＣＦ......................分散協調機能　
　　ＤＩＦＳ..................ＤＣＦフレーム間スペース　
　　ＥＯＦ......................フレーム終了　
　　ＥＩＦＳ..................拡張フレーム間スペース　
　　ＦＣＳ.....................フレーム検査シーケンス　
　　ＩＤ..........................識別子　
　　ＩＥＥＥ.................米国電気電子技術者協会　
　　ＬＴＦ.....................ロングトレーニングフィールド　
　　ＭＡＣ....................メディアアクセス制御　
　　ＭＳＢ.....................最上位ビット　
　　ＭＩＭＯ.................多入力多出力　
　　ＭＰＤＵ.................ＭＡＣプロトコルデータユニット　
　　ＭＵ.........................マルチユーザ　
　　ＭＵ－ＭＩＭＯ......マルチユーザ多入力多出力　
　　ＮＤＰ......................ヌルデータパケット　
　　ＯＦＤＭ..................直交周波数分割多重　
　　ＯＦＤＭＡ..............直交周波数分割多元接続　
　　ＰＨＹ......................物理レイヤ　
　　ＰＬＣＰ..................物理レイヤコンバージェンスプロトコル　
　　ＰＰＤＵ..................ＰＬＣＰプロトコルデータユニット　
　　ＰＳＤＵ..................ＰＬＣＰサービスデータユニット　
　　ＱｏＳ.....................サービス品質　
　　ＲＤＧ.....................逆方向許可　
　　ＳＤＭＡ.................空間分割多元接続　
　　ＳＩＦＳ.................ショートフレーム間スペース　
　　ＳＩＧ.....................信号　
　　ＳＴＡ.....................局　
　　ＳＴＢＣ.................時空間ブロックコーディング　
　　ＳＴＦ.....................ショートトレーニングフィールド　
　　ＳＵ.........................シングルユーザ　
　　ＴＣＰ....................伝送制御プロトコル　
　　ＶＨＴ....................超高スループット　
　　ＷＬＡＮ................ワイヤレスローカルエリアネットワーク　

　　　　例示的なワイヤレス通信システム
【００２２】
　[0032]本明細書で説明する技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様々
なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信システ
ムの例としては、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周
波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ
－ＦＤＭＡ）システムなどがある。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデー
タを同時に送信するために十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステムは、送信信
号を異なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チャ
ネルを共有することを可能にし得、各タイムスロットは異なるユーザ端末に割り当てられ
る。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分する変調
技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、ト
ーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは独立してデータ
で変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサブ
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キャリア上で送信するためのインターリーブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャ
リアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキ
ャリアの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。
概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送ら
れる。
【００２３】
　[0033]本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装されるか、またはその装置によって実
行され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノー
ドはアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００２４】
　[0034]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地ト
ランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無
線ルータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット
（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それ
らのいずれかとして実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることが
ある。
【００２５】
　[0035]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、移動局（ＭＳ）、リ
モート局、リモート端末、ユーザ端末（ＵＴ）、ユーザエージェント、ユーザデバイス、
ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザ局、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれか
として実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつ
かの実装形態では、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プ
ロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端
末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」
）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。
したがって、本明細書で教示する１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフ
ォンまたはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、タブレット、
ポータブル通信デバイス、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報
端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、また
は衛星ラジオ）、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、あるいはワイヤレスまたはワ
イヤード媒体を介して通信するように構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
いくつかの態様では、ノードはワイヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは
、たとえば、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介した、ネットワーク（たとえば
、インターネットまたはセルラーネットワークなど、ワイドエリアネットワーク）のため
の、またはネットワークへの接続性を与え得る。
【００２６】
　[0036]図１に、アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１００を示す。簡単のために、ただ１つのアクセスポイント（ＡＰ）１１０
が図１に示されている。アクセスポイントは、概して、ユーザ端末と通信する固定局であ
り、基地局または何らかの他の用語で呼ばれることもある。ユーザ端末は、固定または移
動であり得、移動局、ワイヤレスデバイス、または何らかの他の用語で呼ばれることもあ
る。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で所与の瞬間におい
て１つまたは複数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向リ
ンク）はアクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわ
ち、逆方向リンク）はユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端
末はまた、別のユーザ端末とピアツーピアで通信し得る。システムコントローラ１３０が
、アクセスポイントに結合し、アクセスポイントのための協調および制御を行う。
【００２７】
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　[0037]以下の開示の部分では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信することが
可能なユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は
、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をも含み得る。したがって、そのよう
な態様では、アクセスポイント１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の
両方と通信するように構成され得る。この手法は、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が適宜
に導入されることを可能にしながら、より古いバージョンのユーザ端末（「レガシー」局
）が企業に配備されたままであることを都合よく可能にして、それらの有効寿命を延長し
得る。
【００２８】
　[0038]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信のために
複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとを採用する。アクセスポイント１１０は、Ｎ

ap個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信では多入力（ＭＩ）を表し、アップリンク送
信では多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは、ダウンリ
ンク送信では多出力をまとめて表し、アップリンク送信では多入力をまとめて表す。純粋
なＳＤＭＡの場合、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが、何らかの手
段によって、コード、周波数または時間において多重化されない場合、Ｎap≧Ｋ≧１が成
り立つことが望まれる。データシンボルストリームが、ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用いた
異なるコードチャネル、ＯＦＤＭを用いたサブバンドの独立セットなどを使用して多重化
され得る場合、ＫはＮapよりも大きくなり得る。各選択されたユーザ端末は、ユーザ固有
データをアクセスポイントに送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有デ
ータを受信する。概して、各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを装備
し得る（すなわち、Ｎut≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は同じまたは異なる数のア
ンテナを有することができる。
【００２９】
　[0039]システム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムであり得る。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは同じ周
波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは異なる周波
数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために単一のキャリアまたは
複数のキャリアを利用し得る。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑えるために）単
一のアンテナを装備するか、または（たとえば、追加コストがサポートされ得る場合）複
数のアンテナを装備し得る。システム１００はまた、送信／受信を異なるタイムスロット
に分割することによって、ユーザ端末１２０が同じ周波数チャネルを共有する場合、ＴＤ
ＭＡシステムであり得、各タイムスロットは異なるユーザ端末１２０に割り当てられる。
【００３０】
　[0040]アクセスポイント１１０および／またはユーザ端末１２０は、以下で説明するよ
うに、パイロット信号またはデータを送信するために使用されない、物理レイヤコンバー
ジェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）の１つまたは複数
のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成または受信し
得る。
【００３１】
　[0041]図２に、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユー
ザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０はＮap個
のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを装備する。ユーザ端末１２０ｍはＮut,m個のアンテナ
２５２ｍａ～２５２ｍｕを装備し、ユーザ端末１２０ｘはＮut,x個のアンテナ２５２ｘａ
～２５２ｘｕを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティテ
ィであり、アップリンクでは受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アップリ
ンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書
で使用する「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信すること
が可能な独立動作型の装置またはデバイス（たとえば、ＡＰまたはＳＴＡ）であり、「受
信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを受信することが可能な独立動
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作型の装置またはデバイス（たとえば、ＡＰまたはＳＴＡ）である。以下の説明では、下
付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」はアップリンクを示し、Ｎ

up個のユーザ端末がアップリンク上の同時送信のために選択され、Ｎdn個のユーザ端末が
ダウンリンク上の同時送信のために選択され、ＮupはＮdnに等しいことも等しくないこと
もあり、ＮupおよびＮdnは、静的値であり得るか、またはスケジューリング間隔ごとに変
化することがある。ビームステアリングまたは何らかの他の空間処理技法がアクセスポイ
ントおよびユーザ端末において使用され得る。
【００３２】
　[0042]アップリンク上で、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０に
おいて、送信（ＴＸ）データプロセッサ２８８は、データソース２８６からトラフィック
データを受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ
２８８は、ユーザ端末のために選択されたレートに関連するコーディングおよび変調方式
に基づいてユーザ端末のためのトラフィックデータを処理（たとえば、符号化、インター
リーブ、および変調）し、データシンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２９
０は、データシンボルストリームに対して空間処理を実行し、Ｎut,m個の送信シンボルス
トリームをＮut,m個のアンテナに与える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アッ
プリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理（た
とえば、アナログ変換、増幅、フィルタ処理、および周波数アップコンバート）する。Ｎ

ut,m個の送信機ユニット２５４は、Ｎut,m個のアンテナ２５２からアクセスポイントへの
送信のためのＮut,m個のアップリンク信号を与える。メモリ２８２は、ユーザ端末１２０
のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得、コントローラ２８０とインターフェ
ースし得る。
【００３３】
　[0043]アップリンク上での同時送信のためにＮup個のユーザ端末がスケジュールされ得
る。これらのユーザ端末の各々は、それのデータシンボルストリームに対して空間処理を
実行し、アップリンク上で送信シンボルストリームのそれのセットをアクセスポイントに
送信する。
【００３４】
　[0044]アクセスポイント１１０において、Ｎap個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは、
アップリンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する
。各アンテナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に与え
る。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理を補足す
る処理を実行し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎap

個の受信機ユニット２２２からのＮap個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処
理を実行し、Ｎup個の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを与える。受信
機空間処理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ：channel correlation matrix inversi
on）、最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：minimum mean square error）、ソフト干渉消去（
ＳＩＣ：soft interference cancellation）、または何らかの他の技法に従って実行され
る。各復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によ
って送信されたデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸデータプロセッサ２４２
は、復号データを得るために、そのストリームのために使用されたレートに応じて各復元
されたアップリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリー
ブ、および復号）する。各ユーザ端末の復号データは、記憶のためにデータシンク２４４
に与えられ、および／またはさらなる処理のためにコントローラ２３０に与えられ得る。
【００３５】
　[0045]ダウンリンク上で、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ２
１０が、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのトラ
フィックデータをデータソース２０８から受信し、コントローラ２３０から制御データを
受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプの
データが異なるトランスポートチャネル上で送られ得る。ＴＸデータプロセッサ２１０は
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、各ユーザ端末のために選択されたレートに基づいてそのユーザ端末のためのトラフィッ
クデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデータプ
ロセッサ２１０はＮdn個のダウンリンクデータシンボルストリームをＮdn個のユーザ端末
に与える。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボルストリー
ムに対して（本開示で説明するプリコーディングまたはビームフォーミングなどの）空間
処理を実行し、Ｎap個の送信シンボルストリームをＮap個のアンテナに与える。各送信機
ユニット２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリ
ームを受信し、処理する。Ｎap個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のためのＮap

個のダウンリンク信号を与えるＮap個の送信機ユニット２２２。メモリ２３２は、アクセ
スポイント１１０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得、コントローラ２３
０とインターフェースし得る。
【００３６】
　[0046]各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２はアクセスポイント１
１０からＮap個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するア
ンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロ
セッサ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信シンボルストリ
ームに対して受信機空間処理を実行し、復元されたダウンリンクデータシンボルストリー
ムをユーザ端末に与える。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥまたは何らかの他の技
法に従って実行される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のための復号データ
を取得するために、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば
、復調、デインターリーブ、および復号）する。
【００３７】
　[0047]各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル
応答を推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る、ダウンリ
ンクチャネル推定値を与える。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクチャネル
応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を与える。各ユーザ端末のためのコントロー
ラ２８０は、一般に、そのユーザ端末のためのダウンリンクチャネル応答行列Ｈdn,mに基
づいてユーザ端末のための空間フィルタ行列を導出する。コントローラ２３０は、有効ア
ップリンクチャネル応答行列Ｈup,effに基づいてアクセスポイントのための空間フィルタ
行列を導出する。各ユーザ端末のためのコントローラ２８０は、フィードバック情報（た
とえば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値
など）をアクセスポイントに送り得る。コントローラ２３０およびコントローラ２８０は
また、それぞれ、アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０における様々な処理ユ
ニットの動作を制御する。
【００３８】
　[0048]アクセスポイント１１０のコントローラ２３０および／またはＴＸデータプロセ
ッサ２１０（あるいはユーザ端末１２０のコントローラ２８０および／またはＴＸデータ
プロセッサ２８８）は、以下で説明するように、データまたはパイロット信号を送信する
ために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有す
るＰＳＤＵを備えるパケットを生成し得る。アクセスポイント１１０のコントローラ２３
０および／またはＲＸデータプロセッサ２４２（あるいはユーザ端末１２０のコントロー
ラ２８０および／またはＲＸデータプロセッサ２７０）は、以下で説明するように、パイ
ロット信号またはデータを送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のト
ーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために受信信
号を処理し得る。
【００３９】
　[0049]図３に、ＭＩＭＯシステム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス３０２に
おいて利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス３０２は、本明細書で説
明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。ワイヤレスデバ
イス３０２はアクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０であり得る。
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【００４０】
　[0050]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ３０６は、命令とデータとをプロセッサ３０４に与える。メモリ３０６の一
部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ３０４は
、一般に、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算および算術演
算を実行する。メモリ３０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するように実行
可能であり得る。
【００４１】
　[0051]ワイヤレスデバイス３０２はまた、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機３１０と受信機３１２とを
含み得るハウジング３０８を含み得る。送信機３１０と受信機３１２とは組み合わせられ
てトランシーバ３１４になり得る。単一または複数の送信アンテナ３１６が、ハウジング
３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイ
ス３０２はまた、複数の送信機と、複数の受信機と、複数のトランシーバとを含み得る（
図示せず）。
【００４２】
　[0052]ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された信号
のレベルを検出し、定量化するために使用され得る信号検出器３１８を含み得る。信号検
出器３１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデバイス
３０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３
２０を含み得る。
【００４３】
　[0053]ワイヤレスデバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス
と、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る、バスシステム３２２によって互
いに結合され得る。
【００４４】
　[0054]ワイヤレスデバイス３０２のプロセッサ３０４および／またはＤＳＰ３２０は、
以下で説明するように、トラフィックデータまたはパイロット信号を送信するために使用
されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のトーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵ
を備えるパケットを生成または取得し得る。　
　　　　ＰＳＤＵトーン上の例示的な制御チャネル
【００４５】
　[0055]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ物理レイヤ（ＰＨＹ）パケット構造は、データ送信の
ために使用されないＮ個の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）トーンを備える。図４に、物
理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダ４０２とＰＬＣＰサービスデー
タユニット（ＰＳＤＵ）４０４とを有する例示的なパケット構造４００を示す。ＰＳＤＵ
４０４は、データを搬送するためのトーンを含むが、他の、未使用トーン４０６を有し得
る。さらに、ＰＳＤＵ中のいくつかのトーン（すなわち、サブキャリア）は、（たとえば
、ＩＥＥＥ８０２．１１－２０１２において定義されているように）データではなくパイ
ロット信号のために予約され得、したがって、ＰＳＤＵ中の未使用トーンとして適格でな
いであろう。等価的に、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）送信（ＤＬまたはＵＬ）
では、周波数リソースのうちの１つまたは複数が、本明細書で説明するシグナリングに充
てられると仮定することができる。本開示のいくつかの態様は、これらの未使用トーン４
０６を利用するための様々なオプションを提供する。　
　　　　シグナリングの符号化
【００４６】
　[0056]未使用トーン上で制御情報を送信することが様々な方法で達成され得る。いくつ
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かの態様によれば、制御チャネルトーン中で送られる信号はＯＦＤＭ波形の一部であり得
る。これは、ＰＳＤＵの残りに対する干渉を回避し得る。いくつかの態様では、制御情報
の送信は、たいがい、時間領域観点からＰＰＤＵの残りと同期され得、これは、同じ送信
機または互いに同期される異なる送信機のいずれかを伴い得る。他の態様によれば、制御
信号は、ＯＦＤＭ波形とは無関係に生成され、復号され得る。これは、超狭帯域送信（Ｔ
Ｘ）および受信（ＲＸ）フィルタを使用することを暗示し得る。
【００４７】
　[0057]受信は、一般に、様々な方法で達成され得る、同期およびチャネル推定（Ｓ－Ｃ
）を必要とする。たとえば、ＰＰＤＵプリアンブルは、同期およびチャネル推定のために
使用され得る。追加または代替として、制御トーン自体の上で送られる追加の「プリアン
ブル」が利用され得る。いくつかの態様では、（図６に関して以下で説明するように）制
御トーンセットごとに１つのプリアンブルがあり得る。
【００４８】
　[0058]いくつかの態様によれば、未使用トーン上の制御情報は、（たとえば、任意の局
（ＳＴＡ）によって受信され得る）ブロードキャスト情報として送られ得、ビームフォー
ミングなしに送られ得る。
【００４９】
　[0059]制御情報をもつトーン上での送信のための変調が、様々な好適な方式のうちのい
ずれかを用いて実行され得る。たとえば、制御情報は、同じパケット中の隣接するＰＳＤ
Ｕデータと同じ変調を使用し得る。代替的に、制御情報のための特殊変調がＰＬＣＰヘッ
ダ４０２中で示され得る。この特殊変調は、隣接するＰＳＤＵデータと同じであるかまた
はそれとは異なり得、トーン依存であり得る。他の態様では、固定変調が規格によって定
義され得る（たとえば最低変調）。この固定変調は、各未使用トーンについて異なるか、
またはＰＳＤＵのすべての未使用トーンについて同じであり得る。他の態様では、オンオ
フキーイングが未使用トーンのために使用され得、いくつかのトーンおよび特定のシンボ
ル時間におけるエネルギーの存在が、制御情報を搬送するために使用され得る。　
　　　　制御チャネル構造
【００５０】
　[0060]制御チャネルトーン中で送られる制御情報ビットのミーニング（meaning）は、
（１）（たとえば、周波数および／または時間に関する）トーン位置に対して、または（
２）たとえば、後続のビットのミーニングを定義する、ビットとともに送られる何らかの
「ヘッダ」情報に従う構造化フィールドとして、定義され得る。
【００５１】
　[0061]図５に、本開示のいくつかの態様による、ＰＳＤＵ４０４中の制御情報のトーン
位置が特定のミーニングを搬送する例示的なパケット構造５００を示す。たとえば、図５
は、ＰＳＤＵ４０４内の（たとえば、時間における）位置に応じて、（「ミーニング１」
、「ミーニング２」、および「ミーニング３」とラベルされた）少なくとも３つの異なる
ミーニングを示す単一のトーン５０２を示している。ＰＳＤＵ４０４中の第２のトーン５
０４は、時間位置が第１のトーンと第２のトーンとの間で同じである場合でも、第１のト
ーンとは異なるミーニングを示し得る。一例として図５中の各トーン５０２、５０４につ
いて６つの異なるトーン位置が示されているが、制御情報のためのトーン位置の数は、６
つよりも高くなるかまたは低くなり得る。さらに、ＰＳＤＵ４０４中の異なるトーンが、
制御情報のための異なる数の利用可能なトーン／位置を有し得る。様々なトーン位置が、
２つの異なるトーン５０２、５０４間で整合される（たとえば、同じ開始時間および停止
時間を有する）ものとして図５に示されているが、トーン位置は、２つのトーン間で整合
される必要がない。たとえば、いくつかのトーン位置は２つのトーン５０２、５０４間で
整合され得るが、他のトーン位置は整合されないことがある。その上、例示的なパケット
構造５００に示されているトーン位置はすべて同じ時間長を有するが、制御情報を搬送す
るための様々なトーン位置は、（同じまたは異なるトーン内で）同じ長さである必要がな
い。いくつかの態様では、単一のミーニングのインジケーションが、単一のトーン、２つ
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以上のトーン、またはそれらの組合せにおける２つ以上のトーン位置を使用して搬送され
得る。
【００５２】
　[0062]ミーニングの定義は、たとえば、ＩＥＥＥ規格によって、または（たとえば、ビ
ーコン、関連付け応答などとして）管理メッセージを通してアクセスポイント１１０によ
って示され得る。ＳＴＡは、ＳＴＡが搬送する制御情報の（１つまたは複数の）ミーニン
グに基づいてパケット（たとえば、パケット構造５００）を生成するために、規格におけ
る情報を使用するか、または受信された管理メッセージを解釈し得る。パケットの受信時
に、ＳＴＡは、制御トーンと同期しようとしてＰＬＣＰヘッダ４０２を復号し、これらの
トーンを復号することが可能であり得る。ミーニングは、たとえば、制御情報が、あるＳ
ＴＡに向けられるか、それから受信されることを示し得る。別の例として、ミーニングは
、以下で説明するように、ある制御情報を示し得る。
【００５３】
　[0063]制御情報のミーニングが、構造化フィールドとして定義される場合、図６に、本
開示のいくつかの態様による、ＰＳＤＵ中の制御情報６０２が、それに関連するヘッダフ
ィールド６０４を有する、例示的なパケット構造６００を示す。（ヘッダフィールド６０
４が制御情報６０２に先行する）このタイプの構造は汎用制御「パケット」と呼ばれるこ
とがある。いくつかの態様では、ヘッダフィールド６０４はメディアアクセス制御（ＭＡ
Ｃ）情報を含み得る。これは、制御情報６０２のタイプ、アドレス、および／または構造
を含み得る。この場合、受信側ＳＴＡが、同期およびチャネル推定ためのＰＬＣＰヘッダ
４０２を検出し得る。他の態様では、制御情報ヘッダは、ＰＨＹ同期およびチャネル推定
のためのプリアンブル（たとえば、Ｓ－Ｃヘッダ６０６）をさらに含み得る。この場合、
ＳＴＡは、ＰＬＣＰヘッダ４０２を復号する必要がなく、ＳＴＡは、代わりに、専用Ｓ－
Ｃヘッダ６０６を通して同期することが可能であり得る。　
　　　　制御情報ビット
【００５４】
　[0064]以下では、ＰＳＤＵ制御チャネルのビット（未使用トーン）中で搬送され得る情
報のいくつかの例について説明する。これらは、（１）同じＰＰＤＵ送信機によって送ら
れる情報と、（２）ＰＰＤＵ送信側以外の送信機によって送られる情報とに従って分類さ
れ得る。タイプ１は、（Ａ）ＰＰＤＵデータと同じ受信機に向けられた情報と、（Ｂ）（
ＤＬ　ＰＰＤＵ中の）データ受信機以外の宛先のための情報とにさらに分割され得る。タ
イプ２は、（Ａ）ＵＬにおける情報をピギーバックすることと、（Ｂ）バックオフプロシ
ージャ（の継続）のためにトーンを使用することとにさらに分割され得る。　
タイプ１：同じＰＰＤＵ送信機によって送られる制御情報
【００５５】
　[0065]制御情報がＰＰＤＵデータと同じ受信機に向けられた場合、いくつかの態様では
、この情報は、ＰＰＤＵの残りの部分の復号のために使用され得る制御情報を含み得る。
たとえば、この制御情報は、（たとえば、ＭＰＤＵデリミタ（ＭＤ）アグリゲートＭＰＤ
Ｕ（Ａ－ＭＰＤＵ）の場合）以下のＯＦＤＭシンボルの変調およびコーディング方式（Ｍ
ＣＳ）を含み得る。別の例としては、パケット復号のために必要でないが、パケットが終
了するとすぐに受信機によって使用され得る、制御情報（たとえば、即時応答の存在およ
び／または持続時間の指示）がある。また別の例としては、ＭＡＣレイヤにおいて送られ
得るが、大きいオーバーヘッドを引き起こすであろう、制御情報がある。本開示のいくつ
かの態様によるＰＨＹ制御チャネルを使用することが、低減されたオーバーヘッドを与え
る。そのような情報は、サービス品質（ＱｏＳ）制御、高スループット制御（ＨＴＣ）に
おける情報の大部分、およびＰＬＣＰヘッダ４０２のために現在指定されている情報の一
部、すなわち、（たとえば、送信側が、送られることになるどれくらいのデータをバッフ
ァ中に有するかを他方の当事者に伝えるための、またはさらなるデータ送信が続くことを
表す「モアデータ」を示すための）バッファステータス／モアデータのフィードバック、
電力節約遷移（たとえば、送信機がスリープすることになるかどうか）、ならびに／また
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は送信（ＴＸ）電力レベルを含み得る。
【００５６】
　[0066]制御情報がデータの受信機以外の宛先に向けられた場合（たとえば、ＤＬ　ＰＰ
ＤＵ）、いくつかの態様では、未使用トーンはブロードキャスト情報を搬送し得る。その
ようなブロードキャスト情報は、プローブ要求、関連付け要求など、ＵＬ管理フレームの
ためのＵＬ割振り情報、この送信のための送信電力および信号対干渉プラス雑音比（ＳＩ
ＮＲ：signal-to-interference-plus-noise ratio）仕様など、媒体再利用基準、基本サ
ービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ：basic service set identifier）および更新されたネ
ットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ：network allocation vector）情報、ならびに（Ｓ
ＴＡごとのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）が実装さ
れる場合）アクセスするために使用されるＣＣＡを含み得る。別の例として、未使用トー
ンは、特定のＳＴＡのための制御情報を搬送し得る。この場合、特定のトーン／シンボル
がいくつかのＳＴＡに割り当てられ得、トーン情報はＳＴＡの識別子を含んでいることが
ある。また別の例として、制御情報は、複数のＳＴＡのためのスケジューリング情報（た
とえば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯトリガ情報）、またはビーコンからの選択された情報（た
とえば、ビーコンシーケンス番号、タイミング同期機能（ＴＳＦ：timing synchronizati
on function）の最下位ビット（ＬＳＢ：least significant bit）、次のターゲットビー
コン送信時間（ＴＢＴＴ：target beacon transmission time）など）を含み得る。ＰＰ
ＤＵがＵＬ　ＰＰＤＵである場合、未使用トーンは、この送信のための送信電力およびＳ
ＩＮＲ仕様など、媒体再利用基準、ＢＳＳＩＤおよび更新されたＮＡＶ情報、ならびに／
または（ＳＴＡごとのＣＣＡが実装される場合）アクセスするために使用されるＣＣＡを
搬送し得る。　
タイプ２：ＰＰＤＵ送信側以外の送信機によって送られる制御情報
【００５７】
　[0067]ＰＰＤＵプリアンブルを検出するＳＴＡはいくつかのトーン上で送信することが
できる。ＳＴＡは、ランダム競合を用いてトーンにアクセスすることができる。トーンは
、専用シグナリングのために、アプリオリにＳＴＡに割り当てられ得る。トーンはまた、
ＣＤＭＡ様多重化のために使用され得る。
【００５８】
　[0068]上記で略述したように、制御情報は、ＵＬにおいて別の送信機によって送られた
ＰＳＤＵ上でピギーバックされ得る。言い換えれば、ＰＰＤＵがＵＬにおいて送信されて
いる間、他のＳＴＡは、残りのトーン（パイロット信号またはデータ送信のために使用さ
れていないトーン）上で制御情報を送ることができる。たとえば、この情報は、バッファ
ステータス／ＵＬ送信要求、電力節約（ＰＳ）遷移、ＰＳポール要求、またはプローブ要
求を含み得る（その場合、アクセスポイント１１０は、高速初期リンクセットアップ（Ｆ
ＩＬＳ：fast initial link setup）ビーコンで応答し得る）。
【００５９】
　[0069]上記で示したように、未使用トーンは、（たとえば、パケット構造４００に従っ
て）ＰＰＤＵの送信側以外の送信機によってバックオフプロシージャ（またはそれの継続
）のために使用され得る。言い換えれば、ＰＰＤＵが１つのＳＴＡによって送信されてい
る間、別のＳＴＡは、残りのトーン（のうちのいくつか）上で競合プロシージャを継続／
開始し得る。ＳＴＡは、これらの（１つまたは複数の）トーンを復号し、信号の存在を検
出する（たとえば、ＣＣＡ）。トーンがアイドルである間、ＳＴＡはそれのバックオフを
カウントダウンする。バックオフが満了すると、ＳＴＡはトーン上で送る。ＰＰＤＵが終
わると、競合の勝者は、さらなるバックオフなしに送信することができる。これは、競合
ベースアクセスを高速化することができる。
【００６０】
　[0070]図７は、本開示のいくつかの態様による、未使用トーン上で搬送される制御情報
を有するＰＳＤＵを含むパケットを送信するための例示的な動作７００の流れ図である。
動作７００は、たとえば、装置（たとえば、アクセスポイント１１０またはユーザ端末１
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２０）によって実行され得る。動作７００は、ブロック７０２において、装置が、データ
（またはパイロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数の
トーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成することから始
まり得る。ブロック７０４において、装置は、（たとえば、ワイヤレス通信のための）信
号を生成するためにパケットを処理する。装置は、ブロック７０６において（ワイヤレス
）信号を送信する。
【００６１】
　[0071]いくつかの態様によれば、搬送される制御情報は、ＰＳＤＵのためのＯＦＤＭ波
形の一部である。
【００６２】
　[0072]いくつかの態様によれば、ブロック７０６において信号を送信することは、デー
タを送信するために使用されるＰＳＤＵの他のトーンを送信するのと同じ送信機を介して
制御情報を搬送する１つまたは複数のトーンを送信することを伴う。
【００６３】
　[0073]いくつかの態様によれば、ブロック７０６において信号を送信することは、第１
の装置から、制御情報を搬送する１つまたは複数のトーンを送信することと、第１の装置
とは異なる第２の装置から、データを送信するために使用されるＰＳＤＵの他のトーンを
送信することとを必要とする。この場合、第１の装置から、制御情報を搬送する１つまた
は複数のトーンを送信することは、制御情報を搬送する１つまたは複数のトーンを使用し
て競合プロシージャを開始することまたは継続することを含み得る。
【００６４】
　[0074]いくつかの態様によれば、ブロック７０２においてパケットを生成することは、
ＰＳＤＵのためのＯＦＤＭ波形とは別様に制御情報を生成することを伴う。
【００６５】
　[0075]いくつかの態様によれば、ブロック７０４においてパケットを処理することは、
制御情報に第１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を適用することと、データを送
信するために使用されるＰＳＤＵの他のトーンに第２のＭＣＳを適用することとを含む。
いくつかの態様では、第１のＭＣＳと第２のＭＣＳとは同じであるが、他の態様では、第
２のＭＣＳは第１のＭＣＳとは異なる。パケットはＰＬＣＰヘッダをさらに含み得る。い
くつかの態様では、第１のＭＣＳはＰＬＣＰヘッダによって示される。
【００６６】
　[0076]いくつかの態様によれば、ブロック７０２においてパケットを生成することは、
制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニングを示すために、ＰＳＤＵ内の周波数また
は時間のうちの少なくとも１つにおいて制御情報の少なくとも一部分を配置することを伴
う。特定のミーニングは、制御情報のソースまたは宛先のうちの少なくとも１つを含み得
る。いくつかの態様では、動作７００は、装置が、特定のミーニングを示すメッセージを
送信することをさらに含む。
【００６７】
　[0077]いくつかの態様によれば、ブロック７０２においてパケットを生成することは、
制御情報の少なくとも一部分の特定のミーニングを示すために、１つまたは複数のトーン
中に、制御情報の少なくとも一部分のためのヘッダフィールドを追加することを必要とす
る。いくつかの態様では、ヘッダフィールドは、同期またはチャネル推定のうちの少なく
とも１つのための１つまたは複数の特徴を含む。
【００６８】
　[0078]いくつかの態様によれば、制御情報の少なくとも一部分は、ＰＳＤＵ中のデータ
とは異なる予定受信側を有する。この場合、制御情報の少なくとも一部分はブロードキャ
スト情報を含み得る。
【００６９】
　[0079]いくつかの態様によれば、１つまたは複数のトーンは、ＯＦＤＭＡ送信のための
１つまたは複数のサブチャネルを含む。
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【００７０】
　[0080]図８は、本開示のいくつかの態様による、未使用トーン上で搬送される制御情報
を有するＰＳＤＵを含むパケットを受信するための例示的な動作８００の流れ図である。
動作８００は、たとえば、装置（たとえば、アクセスポイント１１０またはユーザ端末１
２０）によって実行され得る。動作８００は、ブロック８０２において、装置が（ワイヤ
レス）信号を受信することから始まり得る。ブロック８０４において、装置は、データ（
またはパイロット信号）を送信するために使用されない、ＰＳＤＵの１つまたは複数のト
ーン中で搬送される制御情報を有するＰＳＤＵを備えるパケットを生成するために信号を
処理する。
【００７１】
　[0081]いくつかの態様によれば、動作８００は、装置が、制御情報を搬送する１つまた
は複数のトーンに基づいて同期またはチャネル推定のうちの少なくとも１つを実行するこ
とをさらに伴い得る。
【００７２】
　[0082]いくつかの態様によれば、搬送される制御情報は、ＰＳＤＵのためのＯＦＤＭ波
形の一部である。
【００７３】
　[0083]いくつかの態様によれば、ブロック８０２において信号を受信することは、第１
の装置から、制御情報を搬送する１つまたは複数のトーンを受信することと、第１の装置
とは異なる第２の装置から、データを送信するために使用されるＰＳＤＵの他のトーンを
受信することとを含む。
【００７４】
　[0084]いくつかの態様によれば、動作８００は、第１のＭＣＳを使用して、制御情報を
復調し、復号することと、第２のＭＣＳを使用して、データを送信するために使用される
ＰＳＤＵの他のトーンを復調し、復号することとをさらに必要とする。いくつかの態様で
は、第２のＭＣＳは第１のＭＣＳとは異なるが、他の態様では、第１のＭＣＳと第２のＭ
ＣＳとは同じである。パケットはＰＬＣＰヘッダをさらに含み得る。この場合、第１のＭ
ＣＳはＰＬＣＰヘッダによって示され得る。
【００７５】
　[0085]いくつかの態様によれば、動作８００は、装置が、ＰＳＤＵ内の周波数または時
間のうちの少なくとも１つにおける制御情報の少なくとも一部分の位置に基づいて、制御
情報の少なくとも一部分のミーニングを解釈することをさらに伴う。いくつかの態様では
、動作８００は、装置が、解釈することの前に、ミーニングを示すメッセージを受信する
ことをさらに含む。ミーニングは、たとえば、制御情報のソースまたは宛先のうちの少な
くとも１つを含み得る。
【００７６】
　[0086]いくつかの態様によれば、動作８００は、装置が、１つまたは複数のトーン中の
、制御情報の少なくとも一部分のためのヘッダフィールドに基づいて、制御情報の少なく
とも一部分のミーニングを解釈することをさらに必要とする。この場合、動作８００は、
装置が、制御情報の少なくとも一部分のためのヘッダフィールドに基づいて、１つまたは
複数のトーンのうちの少なくとも１つのための同期またはチャネル推定のうちの少なくと
も１つを実行することをさらに伴い得る。
【００７７】
　[0087]いくつかの態様によれば、動作８００は、装置が、ＰＳＤＵ中のデータとは異な
る予定受信側を有する制御情報の少なくとも一部分を無視することをさらに含む。
【００７８】
　[0088]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意
の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。概



(20) JP 2017-534206 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

して、図に示されている動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応するカ
ウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。たとえば、図７お
よび図８に示されている動作７００および動作８００は、それぞれ、図７Ａおよび図８Ａ
に示されている手段７００Ａおよび手段８００Ａに対応する。
【００７９】
　[0089]たとえば、送信するための手段は、図２に示されているアクセスポイント１１０
の送信機（たとえば、送信機ユニット２２２）および／または（１つまたは複数の）アン
テナ２２４、図２に描かれているユーザ端末１２０の送信機（たとえば、送信機ユニット
２５４）および／または（１つまたは複数の）アンテナ２５２、あるいは図３に示されて
いる送信機３１０および／または（１つまたは複数の）アンテナ３１６を備え得る。受信
するための手段は、図２に示されているアクセスポイント１１０の受信機（たとえば、受
信機ユニット２２２）および／または（１つまたは複数の）アンテナ２２４、図２に示さ
れているユーザ端末１２０の受信機（たとえば、受信機ユニット２５４）および／または
（１つまたは複数の）アンテナ２５２、あるいは図３に示されている受信機３１２および
／または（１つまたは複数の）アンテナ３１６を備え得る。処理するための手段、生成す
るための手段、および／または決定するための手段は、図２に示されているアクセスポイ
ント１１０のＲＸデータプロセッサ２４２、ＴＸデータプロセッサ２１０、および／また
はコントローラ２３０、図２に示されているユーザ端末１２０のＲＸデータプロセッサ２
７０、ＴＸデータプロセッサ２８８、および／またはコントローラ２８０、あるいは図３
に描かれているプロセッサ３０４および／またはＤＳＰ３２０など、（たとえば、アルゴ
リズムまたは動作７００、８００を実装することが可能な）１つまたは複数のプロセッサ
を含み得る、処理システムを備え得る。
【００８０】
　[0090]場合によっては、パケット（またはフレーム）を実際に送信するのではなく、デ
バイスは、送信のためにパケットを出力するためのインターフェースを有し得る。たとえ
ば、プロセッサは、バスインターフェースを介して、送信のためにＲＦフロントエンドに
パケットを出力し得る。同様に、パケット（またはフレーム）を実際に受信するのではな
く、デバイスは、別のデバイスから受信されたパケットを取得するためのインターフェー
スを有し得る。たとえば、プロセッサは、バスインターフェースを介して、受信のために
ＲＦフロントエンドからパケットを取得（または受信）し得る。
【００８１】
　[0091]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを包
含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、
導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベースまたは
別のデータ構造で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決定すること
」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば、
メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定すること」は、解
決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。
【００８２】
　[0092]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ
－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ
－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序）を包含するものと
する。
【００８３】
　[0093]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
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ル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、計算デバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと
連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成とし
て実装され得る。
【００８４】
　[0094]本開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア
で直接実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施され
るか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、当技術分野
で知られている任意の形態の記憶媒体中に常駐し得る。使用され得る記憶媒体のいくつか
の例としては、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハード
ディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどがある。ソフトウェアモジュールは
、単一の命令、または多数の命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメント上で、異
なるプログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって分散され得る。記憶媒体は、プロ
セッサがその記憶媒体から情報を読み取ることができ、その記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサと一
体であり得る。
【００８５】
　[0095]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【００８６】
　[0096]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれら
の任意の組合せで実装され得る。ハードウェアで実装される場合、例示的なハードウェア
構成はワイヤレスノード中に処理システムを備え得る。処理システムは、バスアーキテク
チャを用いて実装され得る。バスは、処理システムの特定の適用例および全体的な設計制
約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バスは、プロセッサと
、機械可読媒体と、バスインターフェースとを含む様々な回路を互いにリンクし得る。バ
スインターフェースは、ネットワークアダプタを、特に、バスを介して処理システムに接
続するために使用され得る。ネットワークアダプタは、ＰＨＹレイヤの信号処理機能を実
装するために使用され得る。ユーザ端末１２０（図１参照）の場合、ユーザインターフェ
ース（たとえば、キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティックなど）もバスに
接続され得る。バスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、電力管理回路な
どの様々な他の回路をリンクし得るが、それらは当技術分野でよく知られており、したが
ってこれ以上は説明されない。
【００８７】
　[0097]プロセッサは、機械可読媒体に記憶されたソフトウェアの実行を含む、バスおよ
び一般的な処理を管理することを担当し得る。プロセッサは、１つまたは複数の汎用およ
び／または専用プロセッサを用いて実装され得る。例としては、マイクロプロセッサ、マ
イクロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行することができる他
の回路がある。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイク
ロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、データ、またはそれら
の任意の組合せを意味すると広く解釈されたい。機械可読媒体は、例として、ＲＡＭ（ラ
ンダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）、ＰＲＯＭ（
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プログラマブル読取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能プログラマブル読取り専用メ
モリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ）、レジスタ、磁
気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、または他の好適な記憶媒体、あるいはそれら
の任意の組合せを含み得る。機械可読媒体はコンピュータプログラム製品において実施さ
れ得る。コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を備え得る。
【００８８】
　[0098]ハードウェア実装形態では、機械可読媒体は、プロセッサとは別個の処理システ
ムの一部であり得る。しかしながら、当業者なら容易に理解するように、機械可読媒体ま
たはその任意の部分は処理システムの外部にあり得る。例として、機械可読媒体は、すべ
てバスインターフェースを介してプロセッサによってアクセスされ得る、伝送線路、デー
タによって変調された搬送波、および／またはワイヤレスノードとは別個のコンピュータ
製品を含み得る。代替的に、または追加として、機械可読媒体またはその任意の部分は、
キャッシュおよび／または汎用レジスタファイルがそうであり得るように、プロセッサに
統合され得る。
【００８９】
　[0099]処理システムは、すべて外部バスアーキテクチャを介して他のサポート回路と互
いにリンクされる、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセッサと、
機械可読媒体の少なくとも一部を提供する外部メモリとをもつ汎用処理システムとして構
成され得る。代替的に、処理システムは、プロセッサをもつＡＳＩＣ（特定用途向け集積
回路）と、バスインターフェースと、アクセス端末）の場合はユーザインターフェースと
、サポート回路と、単一のチップに統合された機械可読媒体の少なくとも一部分とを用い
て、あるいは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）、Ｐ
ＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハー
ドウェア構成要素、もしくは他の好適な回路、または本開示全体にわたって説明した様々
な機能を実行することができる回路の任意の組合せを用いて、実装され得る。当業者なら
、特定の適用例と、全体的なシステムに課される全体的な設計制約とに応じて、どのよう
にしたら処理システムについて説明した機能を最も良く実装し得るかを理解されよう。
【００９０】
　[0100]機械可読媒体はいくつかのソフトウェアモジュールを備え得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されたときに、処理システムに様々な機能を実行さ
せる命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールと受信モジュールとを含み
得る。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイス中に常駐するか、または複数の
記憶デバイスにわたって分散され得る。例として、トリガイベントが発生したとき、ソフ
トウェアモジュールがハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウェアモジュ
ールの実行中、プロセッサは、アクセス速度を高めるために、命令のうちのいくつかをキ
ャッシュにロードし得る。次いで、１つまたは複数のキャッシュラインが、プロセッサに
よる実行のために汎用レジスタファイルにロードされ得る。以下でソフトウェアモジュー
ルの機能に言及する場合、そのような機能は、そのソフトウェアモジュールからの命令を
実行したときにプロセッサによって実装されることが理解されよう。
【００９１】
　[0101]ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードと
してコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送
信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体
の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望
のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアク
セスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュー
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ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線（ＩＲ）、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他
のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コン
パクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク
（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（di
sk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学
的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コン
ピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。さらに、他の態様では、コンピュ
ータ可読媒体は一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合
せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。したがって、いくつかの態様
は、本明細書で提示した動作を実行するためのコンピュータプログラム製品を備え得る。
たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品は、本明細書で説明した動作を実行す
るために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である命令をその上に記憶した（
および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え得る。いくつかの態様では、コ
ンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含み得る。
【００９２】
　[0102]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によって
ダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえ
ば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可能
にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユー
ザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方
法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディス
ク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。
その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適
な技法が利用され得る。
【００９３】
　[0103]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこと
を理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
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